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研究成果の概要（和文）：レジリアンス向上につながるESDをグローバル、ローカル双方の視点を踏まえた大学
の現場体験型教育として実現するため、いくつかの実践モデルの構築、実践、検証に取り組んだ。持続可能でレ
ジリアントな社会づくりの現場に学生が参画することを通じた教育実践を検討し、大学と地域が緊密に連携しつ
つ、社会的、経済的、政治的不公正や生態的破壊を含む現実に向き合い、地域、学生、教員を含む学習者が自ら
の未来を切り拓くためのエンパワーメントを意識的に進めることが鍵となることなどを示した。

研究成果の概要（英文）：This research project included development, implementation, and analysis of 
models of education for sustainability and resilience for universities with both global and local 
perspectives based on genba (actual sites of issues and practices) experience. Study of cases of 
education based on students' participation in genba to build a sustainable and resilient society 
revealed some keys, such as the close university-community interaction to critically address the "
realities" of multiple issues including social, economic, and political injustice and ecological 
destruction, and the empowerment of learners - students, faculty, and local people - to fully 
participate in creating their own futures. 

研究分野： ESD、環境教育、社会教育、大学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、第一に、持続可能性とレジリアンスを社会の方向性として示し、グローバル人材育成を初めと
する大学教育、さらには教育全体が、その方向性に向けて変容する必要性を共有した点にある。第二に、今後の
大学教育のあり方として、現場体験型教育の概念を示し、グローバル・ローカル双方の視点をつなぐ大学と地域
の協働における課題と可能性を明らかにした点にある。これらの点が、今後、持続可能でレジリアントな社会を
支える大学のESDの進展、主流化に寄与すると期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）大学のグローバル人材育成と ESD 
大学教育において「グローバル人材育成」の取組が急激に広がる中、世界の持続可能な発展
を担うグローバル人材を育てる「ESD（Education for Sustainable Development：持続可能
な開発のための教育）」という視点から、可能性と課題を明らかにすることが求められる。1990
年代以降、持続可能性へ向けた教育の役割が重視され ESDに関する議論や施策が展開し、2005
年より「国連 ESDの 10年」が実施される中、大学教育の ESDとしての再構築が求められて
きたものの、現実には限定的な取組に留まり、各大学による単なる一部の授業導入を越え教育
全体を持続可能性に方向づけていく全学的取組と、大学間のみならず他セクターとの連携強化
の必要性が指摘されてきた（Tilbury 2012、Granados-Sanchezら 2012）。 
 
（２）大学の ESDにおけるレジリアンス概念の重要性 
一方、近年、気候変動により増加・激化する気象災害や、東日本大震災のような大地震・津
波といった自然災害に対し、人間社会が向き合い生き抜く力として「レジリアンス
（Resilience）」（外部からのストレスを吸収し、変化を予知・認知して不可逆的悪影響を防ぎ、
変化に適応し、柔軟に回復する力（Haimes 2009））が注目を集める。レジリアンス概念は、「シ
ステムの変化による不可逆的悪影響を防ぎつつ、柔軟に回復・発展する」という点からの持続
可能性を提起する（上柿 2007）。環境教育や ESD を通じてレジリアンスを促す重要性と可能
性に関しても、国際的には2008年ごろから議論が広がってきた（Krasny・Lundholm・Plummer 
2010）。国内では、東日本大震災後、自然と人間社会が相互に関係し変化する状況と、災害を
生き抜く力の必要性が強く認識され、個人・社会・社会－生態システムのレジリアンスが注目
される状況にあるが、ESDや環境教育におけるこれらレジリアンス育成に関する研究は、以下
を含めごく少数の萌芽的研究があるのみである。 
 
（３）大学の ESD実現へ向けた「現場体験型教育」の意義 
研究代表者は本研究以前に、「大学の環境人材育成における現場体験に関する実践研究―レジ
リアンス育成とアンラーン（2013～2014 年度挑戦的萌芽研究）」を通じ、大学における ESD
の実現へ向けた現場体験の意義と課題を検討してきた（二ノ宮リム 2013、2014a、2014b）。
こうした中で、大学のグローバル人材育成における「現場体験型教育」により、分野と国境を
越えた学び合いを「現場」で展開し、「アンラーン」のプロセスを通じて科学知にもとづく専門
教育と「ローカルな知」にもとづく現場体験を融合していくことが、ESDの実現につながるこ
とを論じ、さらにこれが個人と社会のレジリアンスにつながる可能性を示してきた。 
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２．研究の目的 
本研究は、大学の現場体験型教育を通じて持続可能でレジリアントなグローバル社会の実現
へ向けた力を育む可能性と課題を明らかにするために、大学教育実践事例を批判的に検討しつ
つ、成果を実践に反映させるアクションリサーチを実施し、実践モデルを構築することを目的



とした。特に、多様な学習者が多様な地域の課題を持ちより、それぞれの地域間や地域とグロ
ーバル社会のつながりを見出し、それぞれの文脈を意識しながら解決策を探るプロセスに着目
しつつ、学生の現場体験が学生や地域にどのような学びをもたらすか、中でも学生や地域のレ
ジリアンスにどのような効果をもたらすか、多様な学生が異文化と交流する中で各地域と学習
者に固有な「ローカルな知」がどのような役割を果たし、相互の学びあいがどのように起こり、
グローバル・ローカルな協働、共生へ向けた力がどのように育まれ、修了後の暮らしと仕事に
活かされていくかを検討することを目指した。最終的には、ローカルな知に根ざしつつ、グロ
ーバルな視点から多様性を尊重し、他地域とつながり、地域と人のレジリアンスを高める ESD
としての教育のあり方をモデルとして示すことを目指した。 
 
３．研究の方法 
（１）「グローバル人材育成」「レジリアンス育成」等に関する資料収集・文献レビューおよび
これまでの研究成果整理による研究枠組の構築・確立 
（２）国内の大学教育実践事例に関する情報収集と研究対象事例の確定 
（３）２で確定した対象事例に関する文書分析、参与観察、学生・教員（海外協力大学教員を
含む）・修了生への聞取り（半構造化インタビュー）、質問紙調査 
（４）（２）～（３）で得られた質的・量的データの検討、分析、考察 
（５）研究経過および成果の発表と発展 
※上記（１）～（５）は随時反復。 
 
４．研究成果 
 本研究期間を通じ、レジリアンス向上につながる ESD をグローバル、ローカル双方の視点を
踏まえた大学の現場体験型教育として実現するため、いくつかの実践モデルの構築、実践、検
証を行った。 
 第一に、地域のレジリアンスを高める大学教育として、東京農工大学による福島第一原発事
故による放射能汚染の被災地での実習、宮城教育大学環境教育センターによる東日本大震災に
よる津波被災地での防災教育、四日市大学による地域の公害の経験を教育資源として活かす取
組といった事例の検討から、主体的且つ批判的（クリティカル）なコミュニティ・エンゲージ
メントの必要性を明らかにした。レジリアンスの向上につながる大学の ESD を実現するために
は、大学と地域が緊密に連携しつつ、社会的、経済的、政治的不公正や生態的破壊を含む時に
「不都合な現実」をタブーとせず、地域、学生、教員を含む学習者が自らの未来を切り開くた
めのエンパワーメントを意識的に進めることが鍵となることを示した。（Ninomiya-Lim et. al. 
2017） 
 第二に、学生の災害ボランティア活動を通じた「災害教育」を実践し、検討した。被災地を
訪れる者の成長に着目し、災害ボランティアが現場体験学習として機能することで「生きる力」
が育まれる可能性を確認し、「ボランティアツーリズム」を通じた災害教育を大学が促進してい
くことの可能性を論じた。（二ノ宮・田島 2017） 
 第三に、中学生の非認知スキル・認知スキル育成を主眼とした ESD を大学生が担う「ESD 塾」
を実践、検討した。効果的な ESD においては非認知スキルと認知スキル双方の育成が重要とな
るという議論を枠組として、東海大学と秦野市立大根中学校との協力のもと、同中学生徒を対
象とする「東海大学 ESD 塾」を 2018 年 1 月に開始した。週に一度、大学キャンパス内の教室に
中学生が集まり、大学生ボランティアによる教科学習支援や体験型防災教育を実施した。この
実践を検討する中で、教科学習支援と体験型教育を担当する学生の連携と協力の促進、認知ス
キルと非認知スキルの育成に関する複雑な枠組みの検討と分析、本実践を通じた大学生の学び
への着目と評価、ESD としての本実践の位置づけと評価といった課題と可能性の視点が示され
た。 
 第四に、大学授業の一環として、「持続可能な地域づくりへの参画」をテーマに実際の地域社
会が直面する課題を学生が住民から学び、課題解決へ向けたプロジェクトを提案、実施する教
育実践に取り組んだ。持続可能な開発目標（SDGs）に見られるグローバルな持続可能性への進
展を意識しながら、地域の持続性とレジリアンスの向上に向け、社会参加やシティズンシップ
の力を学生と地域の双方に育む ESD として、現在、実践と検討が続いている。 
 また、一連の研究の流れのなかで、これからの地域づくりにおける「持続可能性」の意味を
とらえることにも取り組んだ。環境と人権という二つの世界的課題を背景に発展してきた ESD
を実体化していくために、社会教育領域で発展してきた実践知の共同的創造、教育理解の拡張、
対話的・省察的教育を通じた主体形成といった提起を踏まえた大学教育の変革が求められるこ
とを示した。さらに、「個人をベースとする公共意識」「地球市民としての共同体意識」の双方
から、「普遍的価値原理」としての持続可能性にもとづく地域コミュニティを形作っていくため
に、多様なアクター間の対話に加わる力を育てることが大学教育に求められることを指摘した。
（二ノ宮リム 2018） 
 くわえて、大学を含む高等教育の変革に向けて、環境教育が果たす役割についても検討を行
った。主体的・能動的市民を育成する対話を通じた教育が、持続可能でレジリアントな社会づ
くりにつながる大学教育を実現するために今後不可欠となることを示した。（二ノ宮リム 2017） 
 人間・社会・生態系の持続可能性を、特にレジリアンスの視点から評価する枠組みについて



の検討にも取り組んだ。まず、人間のレジリアンスについて、「楽観性・統御力・社交性・行動
力・問題解決志向・自己理解・他者心理理解・家族資源・友人資源・先輩資源」の 10項目に、
「社会の現状を批判的にとらえ構造的課題に切り込む力・そのための支援」を加えた評価項目
を整理した。また、社会と生態系を社会―生態系システムというつながりとしてとらえ、その
レジリアンスに関する評価項目を、「頑強性・冗長性・臨機応変性・迅速性」に、「生態系のレ
ジリアンスを低下させない管理対応・自然や生態系の変化に対する社会のレジリアンス向上」
という社会と生態系の相互作用に着目した観点を加え整理した。 
 
※引用文献については、以下、「主な発表論文等」を参照。 
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